
　教養学部は、所定の履修細則に従って卒業所要単位124を修得し、次の学修成果が確認できた者に「学士（教養学）」
の学位を授与する。
　１．現代をよく生きることについて、キリスト教の教えをふまえた考察ができる。
　聖書がもつ今日的意義を理解し、それらをふまえながら、	現代社会の中でよく生きることについて、自分の考えを
論じることができる。特に、高い道徳性と幅広い知識を備えた教養ある個人として、人間と社会のあり方を深く考え
ることができる。

　２．高度な知的活動に必要な汎用的諸技能・能力及び英語力を活用できる。
　高度な知的活動の基礎となる汎用的諸技能・能力（コミュニケーション力、論理的・批判的思考力、情報リテラシー、
数理リテラシーなど）及び英語力を身につけ、活用することができる。特に、ものごとを論理的・批判的に考え、そ
れを口頭や文章で表現することができる。

　３．ものごとを広く多様な視点からの認識し、異なる認識・思考方法や価値観に理解を示すことができる。
　自己や世界を歴史・社会・自然など多様な視点から認識し、異なる認識や思考方法、異なる価値観に理解を示すこ
とができる。特に、人間と社会の問題を多面的に理解し、批判的に考えることができる。

　４．専攻学科の専門的知識とそれを支える認識や思考の方法を説明できる。
　人間科学科においては、以下の学修成果を示すことができる。

　　⑴		　人間科学に特有の実証的手法を習得することで、人間と社会に関連するデータを分析できる
　　⑵		　心理学、社会学、教育学、体育学の最新の理論に基づき、人間と社会を多面的に捉え批判的に考えることが

できる。
　　⑶		　実習・演習及び総合研究などを通して、人間と社会における課題を自ら発見・設定し、その解決方法を提案

することができる。

　言語文化学科においては、以下の学修成果を示すことができる。
　　⑴		　言語と文化をめぐる諸学問の基礎を理解し、説明することができる。
　　⑵		　母語及び２つの言語を用い、専門的な話題について、正しく理解し、明瞭に伝えることができる。
　　⑶		　異なる文化を理解し、自らの文化を意識的に捉え直す姿勢を持ち、その能力を発揮することができる。
　　⑷		　多様なメディアを通した表現のあり方を知り、それを応用することができる。

　情報科学科においては、以下の学修成果を示すことができる。
　　⑴		　現代社会における情報の重要性を理解し、その役割を説明することができる。
　　⑵		　情報を科学的に取り扱うために必要となる基礎的な知識や手法を獲得し、それらの概要を説明できる。
　　⑶		　学修成果を情報システム・数理科学・自然科学の３領域で活用して社会の発展に貢献することができる。

　地域構想学科においては、以下の学修成果を示すことができる。
　　⑴		　産業・社会・福祉・健康・自然・環境等に関する専門的理解を深めることができる。
　　⑵		　フィールド調査の結果や統計値、文献、画像等を多角的に用いて、地域の実情や課題を分析し、文章や図表、

画像等として表現する力を獲得できる。
　　⑶		　知識や技法を習得するだけでなく、グローバルで複眼的な視点に立って地域を構想する姿勢を身につけるこ

とができる。
　　⑷		　学修成果を総合的に活用して、地域を構成する様々な要素とそれら要素間の関係性を自発的に探求し、他者

との関わりを構築しながら、課題を一つひとつ解決していくことができる。
　５．課題を発見し、その解決のために学修成果を総合的に活用できる。
　地域の課題をはじめとする様々な具体的課題を見つけ、それまでに獲得した学修成果を総合的に活用することで、
その課題を解決することができる。特に、多様な学問領域から学際的に得た知識・技法を総合し、人間生活の抱える
種々の問題に対処することができる。
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